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1，まえが き

　 LED 信号機 を送 信 機 車 載 した 高速度 カ メ ラを受 信 機 と

し た 可 視光 通 信が 路 車 間 通信 の
一

方 式 と して 研 究 され て い

る［1］．こ れまで に，送信す るデ
ー

タ に よ っ て 優先度 を変化

させ る 階層 的符 号化【1】や，低密度 パ リ テ ィ 検査符 号

｛LDPC ）に よ る 誤 り訂 正 ・消失訂 正 の 研 究【2］が 行 わ れ て い

る．LDPC 符号で は符号化データ を復号
一
す る際 に 通信路値

が 必 要 で あ る．通常の 無線通信路で は 信号対雑音電力 比

（SNR ）か ら通 信路値 を算出 す る が，　 LED ア レ イ とカ メ ラ を

用 い た 可 視光 通 信で は LED 間の 干渉 が最 も大 き く影響す

る た め ，従 来 方法 で は適 切な 通信 路値が 算出で きな い ．
　 本研 究で は 撮影 画 像 か ら通 信 路値 を推 定 す る 手法 を提 案

し，そ の 性能 を実験 に よ り評価する，

2， LED 信号機と車載力メ ラ を用 い た 可視光通信

　 本研 究 で 想 定す る 可視光通 信 の 概要 を図 1 に 示 す，信 号

機 は 多 数 の LED で 構 成 され，　 LED は それ ぞれ 独 立 に 変調

し て 情報を送信する．こ れ を車載 の 高速度カ メ ラで撮影 し，
画像処 理 を行 うこ と で 情報 を 得 る．

　 ブ ロ ッ ク ダイ ア グ ラ ム を 図 2 に 示 す ．送 信機 で は 情 報 を

符 号化，フ レ ーム に 分割 し て 2 次元 に 配置，2 次元ハ
ー

ル

ウ ェ
ーブ レ ッ ト逆 変 換 とバ イ ア ス を行 い ，LED の 点 灯 パ

タ
ー

ン に 変換 して 送 信す る ．受 信機 で は カ メ ラ で 撮影 し た

画 像 を処 理 し，逆 バ イ ア ス ，2 次 元 ハ ー
ル ウ ェ

ーブ レ ッ ト

変換 を経 て 復 号 を行 う．こ の 復 号 の 際，通信 路 の 品質 を表

す通信路値 が復号性能に 大き く影響す る．

3．通信路値の 推定手法

　 本 シ ス テ ム の 通 信 路 で は ，所 望 LED に 対す る 周囲 の

LED か らの 干渉が 伝送 誤 りの 大 きな 要因で あ る．そ こ で ，
所 望 LED と周 囲 の LED の 信号 対 干 渉電 力比 （SIR）を求 め，
こ の 値 か ら通 信路値 を決 定す る．撮影 画 像 に お け る LED
ア レ イ が 占め る 画 素数を 調 べ る こ と で

， 受信 され た 各 LED

信号に お け る 干 渉 LED の 占め る割合を計算で き，　 SIR が求

め ら れ る．干 渉 がガ ウス 分布 に 従 うと仮定 し，SIR か ら通

信 路値 を算 出す る，

4．評価実験

　 16Xl6 個 の 止 方 形 に 配 置 した LED ア レ イ を用 い ， 120

フ レ ーム を 1 プ ロ ソ ク と し て 送 信 す る ．符 号 化 率

38421768e の LDPC 符号を用 い る．受信 機 と して 高速 度 カ

メ ラ（leOOfps）を用 い ，送受 信 間隔 を 20m か ら 5m 亥1」み で 増

や しなが ら測定 した．

　 図 3 に ビ ッ ト誤 り率特性 を示 す．こ の 図 に は 複号前，従

来 手 法〔SNR か ら算出 ），提 案 手 法，お よ び 通 信路値が 準最
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適 な場合の ビ ッ ト誤 り 率を 表す．提 案手 法 の 誤 り率 は 従 来

手 法 よ り改善され，準最適な場合 とほ ぼ一
致 し て い る．

5．むすび

　撮影 画 像 にお け る LED ア レ イ が 占め る画素数 か ら通信

路 値 を推 定 す る乎 法 を提 案 し，実験 に よ り性 能 を評 価 した．
従来方式 と比 べ 提案方式で は復 号性 能 が 向上 して お り，優

位性が確認 で きた，
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図 1　 LED 信号機 と車載カ メ ラを用 い た 可視 光 通 信
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図 2 　ブ ロ ッ クダイ ア グ ラム
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